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InfIuence of Aging or Left Ventricular Hypertrophy on the Human Heart：































心筋症群（n＝10；PCr：6．1±2．2〟mOl／g wet tissue；ATP：4．1±1．3〃mOl／g wet tissue）では健常

















を用いて測定した健常者の値（PCr：11．0±2．71pmol／g wettissue；ATP：6．9±1．61〟mOl／g wet tis－
sue）によく†致していた。老いた健常者では若い健常者に比して有意に低下しており、若い健常
者群（平均年齢32才）と老いた健常者群（平均年齢60才）ではPCr含量およびATP含量で各々25％
および28％低下していた。動物実験では加齢とともに心筋組織の級維化が進行し、すなわち細胞間
獅磯雄化し、心筋細胞の減少が観察され七いる。我々の方法では測定される心筋の関心領域内に
は、心筋細胞と細胞間質が含まれている心筋組織のリン代謝物含意を測定しており、心筋細胞内の
みのリシ代謝物含量を測定してはいない。従って、老いた健常者群の心筋のPCrおよびATP含量は
低下していたが、個々の心筋細胞内のPCr濃度あるいはATP浪度が正常値に保たれている可能性を
まったくは否定できない。
甘血圧群の心筋のPCr含量およびATP含量は年齢に有意差のない健常者B群とほぼ等しいかった。
ラットの心臓を用いた動物実験で高血圧性肥大心筋と正常対象とでPCr含量あるいはATP含量に有
意差がないことが報告されている。しかし、肥大があり心不全を伴った場合や大動脈弁狭窄症で著
しい肥大がある場合の心筋のPCr含量が低下していたと報告されている。我々の対象とした高血圧
群は心臓超音波検査での結果より比較的軽度の肥大であり心不全の既往のない患者を対象としたた
め健常者群と有意差がなかったものと思われる。
肥大型心筋症群では健常者A，B群ともに比して心筋のPCr含量およびATP含量が有意に低下して
いた。肥大型心筋症では組織所見として心筋細胞の肥大や問質の繊維化など特徴的な所見が示され
ている。我々のえた肥大型心筋症群での結果は心筋胞でのPCr濃度およびATP濃度の低下あるいは
放維化による細胞間質の増加に起因していると思われる。
監結　論ヨ
11p磁気共鳴スペクトロスコピーを用いたヒト心筋のリン代謝物含量の定量には数多くの困難が
あるが、我々は外部基準を用いたDRESS法によりリン代謝物含量の定量を試みた。加齢とともに
心筋のPCr含址およびATP含量は有意に低下した。高血圧群では年齢に有意差のない健常者群と比
して心筋のPCr含丑およびATP含量に有意差は認めなかった。けれども肥大型心筋症群では年齢に
有意崖のない健常者群に比して心筋のPCr含量およびATP含量が有意に低下していた。定量的な31p
磁気共鳴スぺクトロスコピーによる測定は加齢あるいは心筋肥大の高エネルギーリン酸代謝の研究
に有用と思われる。
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論文審査の結果の要旨
本研究は、depth－reSOPVedsurface－COilspectroscopy（DRESS）法を用いた31p磁気共鳴スペクトロ
スコピーによりヒト心筋のリン代謝物含量の定量を行い、加齢あるいは左質肥大のヒト心臓への影
裾こついて検討したものである。健常者、高血圧患者と肥大型心筋症患者を対象とした。
健常者において心筋のphosphocreatine（PCr）含量およびadenosinetriphosphate（ATP）含量は加
齢とともに有意に低下した。光景厚郡では、左室肥大の程度は軽度で、年齢に有意差のない健常者
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群に比べて心筋のPCr含量とATP含量に有意差を認めなかった。一方、肥大型心筋症群では年齢に
有意差のない健常者群に比して心筋のPCr含量およびATP含量が有意に低下していた。
以上の結果より、ヒト心筋の高エネルギーリン酸化合物含量が加齢あるいは肥大型心筋症による
強い左室肥大により低下することがはじめて示された。本研究は、31p磁気共鳴スぺクトロスコピー
による定量的な測定が加齢あるいは心筋肥大における高エネルギーリン酸代謝研究に有用であるこ
とを示した画期的な内容を持つものであり、博士（医学）を授与するに債するものと認められる。
なお、本学位授与申請者は、平成10年11月19日に実施された論文内容とそれに関連した試問にお
いて合格と認められた。
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